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要要旨旨  

 川崎市沿岸域のマイクロプラスチック漂着状況の調査を行った。その結果、多摩川河口干潟と東扇島東公園の人工海

浜とでは漂着量、大きさ共に異なる特徴があることがわかった。 

漂着マイクロプラスチックの個数密度（個/m2）は、東扇島人工海浜の方が多摩川河口干潟よりも4.4倍高く、平均長

軸長さは多摩川河口干潟と比べると東扇島人工海浜が約１mm長かった。材質の組成の内訳は、何れの地点においてもポ

リエチレンが最も多く、続いてポリスチレン、ポリプロピレン、その他の順であった。ポリエチレンの長軸長さ別個数

密度は、東扇島人工海浜では３～４mmが多く、多摩川河口干潟は２mm未満の小さいものが多かった。 

両地点において多数漂着が確認された発泡ポリスチレン球は、クッションの封入材が環境中に漏出したものが要因の

一つと推定された。また、ポリエチレンやポリプロピレンで作られた人工芝由来と推定されるマイクロプラスチックは、

東扇島人工海浜よりも多摩川河口干潟の方が量は少ないものの、採取されたマイクロプラスチック全体に対し高い割合

で漂着していた。 

 

キーワード: マイクロプラスチック、水環境、沿岸部、漂着プラスチック 

Key words: Micro plastics , Water environment , Coastal Area、drifted Plastics
 

１１  ははじじめめにに  

マイクロプラスチック（以下、MPとする）は、海洋

ごみ対策などの観点から国際的に注目が高まっており、

国内においても令和元年５月にプラスチックの資源循

環を総合的に推進するための戦略「プラスチック資源

循環戦略」1）が策定されたところである。 

MP に係る実態調査は主に海水を対象に実施されて

いた 2）が、河川水や沿岸部においてもその存在が確認

されている 3）4）5）。本市の沿岸部における海洋ごみ対

策等、今後の広域的な取組・対策に向けて近隣自治体

と情報共有等取組を進めていくため、市内沿岸部２か

所において MPの実態調査を行ったので報告する。 

  MP の定義は研究者によっても異なるが、５mm 以下

のプラスチックを総称することが多く、本調査におい

てもそのように定義する。 

 

２２  調調査査方方法法  

22..11  調調査査地地点点  

調査地点を図１に示す。試料採取地点は市内で MP

が捕集される可能性の高い、多摩川河口干潟(以下、多

摩川とする)及び東扇島東公園人工海浜（以下、東扇島

とする）の２地点で実施した。 

採取点は神奈川県環境科学研究センターによる調査

方法 4）を参考に、漂着状況を目視で確認し、満潮線上

に MPが多く集積している場所を２点ずつ選択した。 

  

  

  

  

図１ 調査地点 

  

22..22  調調査査地地点点のの概概況況  

22..22..11  多多摩摩川川  

多摩川の河口域に干出する干潟地域である。国土交

通省により設置された多摩川河口水位観測所（川崎市

川崎区殿町）付近に位置し、多摩川の右岸、河口より 

多多摩摩川川  

東東扇扇島島  
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0.1km地点である。 

MPは図２の①及び②から採取した。 

 

 

 

図２ 多摩川採取地点 

 

22..22..22  東東扇扇島島 

東扇島東公園は JR川崎駅東口からバスで約 30分の

港湾地域に位置する。敷地内に国土交通省首都圏臨海

防災センターが設置され、首都圏での災害発生時には

内閣府所管の基幹的広域防災拠点として救援物資等の

物流基地、支援部隊のベースキャンプ場となるべく整

備されている。 

平時管理者の本市は、公園の整備に際しワークショ

ップを通じて市民からの要望に応え、2008年に公園の

地先に市内で約 50年ぶりとなる人工海浜「かわさきの

浜」を整備した。開園当時から自然定着したアサリの

生息が確認された、現在市内唯一の海の親水施設であ

る。 

MPは図３及び図４の①及び②から採取した。 

 

図３ 東扇島採取地点 

 

 
 

図４ 東扇島採取地点 

 

22..33  調調査査日日  

多摩川：地点①及び②共に 2019年４月 25日（木）

に実施した。 

東扇島：地点①は 2019年４月４日（木）、地点②は

2019年４月 23日（火）に実施した。 

 

22..44  調調査査方方法法  

22..44..11  試試料料採採取取 

  MPは、海面近くに浮遊するものが潮汐や波の作用で

海浜に打ち上げられ、さらにそれが暴風等の作用で吹

き飛ばされるので、通常は砂の表面に存在する。そこ

で、採取点に方形区画を設定（図５）し、40 ㎝×40

㎝のコドラート区画内の砂を表面から深さ約３cm 削

りとり、MP分離用の砂試料とした。また、試料採取に

関しても神奈川県の手法４）を参考とした。  

 

 
図５ コドラート設置図 
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削り取った砂試料は現地にて 4.75mm 目合のふるい

にて選別し、ふるいを通過した砂をステンレス製容器

に入れて持ち帰った。（図６） 

この工程では、短軸長さ 4.75mm未満かつ長軸長さが

それ以上のプラスチック片も砂試料に含まれることに

なるが、本調査においてはそれらも MPに含めることと

した。 

 

図６ 現地での試料採取 

22..44..22  前前処処理理 

持ち帰った砂試料をステンレスバットの上で異物が

入らないように注意して風乾した。乾燥後、砂試料を

秤量し、0.84mmのふるいで選別した。（図７） 

 
図７ ふるいでの選別 

 

ふるい上の残渣及び篩過された砂試料に、それぞれ

３～４倍量の水道水を入れ、スパーテルで泡立てない

様に撹拌した。 

浮遊した MPをピンセットで採取した。本操作を浮遊

物が無くなるまで繰り返した。 

このように、分離の判断が最終的に目視によること

になるため、およそ 100μm以下の MPは本調査では採

取することはできない。 

取り出した MPはデシケーター内で室温保管した。 

22..44..33  計計測測・・分分類類 

分離した MPは、OLYMPUS製実体顕微鏡 SZX16を使用

し、１個ずつ検鏡して形状[ペレット、繊維、球状、破

片の４種]と色を分類し、粒径として長軸長さを計測し

て写真撮影した。 

その後、Thermo Fisher Scientific製 FT-IR分光光

度計 NICOLET iS５（図８）を用いて赤外吸収スペクト

ルを測定して、その材質[ポリエチレン（以下、PE）、

ポリプロピレン（以下、PP）、ポリスチレン（以下、

PS）及びその他の４種]を判別した。 

 

図８ FT-IR分光光度計 

 

22..44..44  算算定定 

 前項 2.4.3の計測により得られた結果から、MP個数

密度（個/m2）を算定した。 

 

３３  結結果果及及びび考考察察  

33..11  個個数数密密度度及及びび平平均均長長軸軸長長ささ  

 調査地点ごとの MP個数密度及び平均長軸長さの測

定結果を表１に、材質別の MP個数密度を図９に示した。 

MP個数密度は１m2当たりの数であり、平均長軸長さは

「平均値±標準偏差」の形式で表示した。 

 池貝らの報告 4）によると、２地点以上の採取点を設

定しその平均を求めることにより、各地点の粒径別 MP

数を算出が可能であるということから、本報告におい

ても多摩川、東扇島それぞれ２地点（図２、図３及び

図４の①及び②）で採取したものを平均して、各地点

の測定結果としている。 

 

表１ MP個数密度及び平均長軸長さ 
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図９ 材質別 MP個数密度 

  
MP個数密度（個/m2） 

平均長軸長さ

±標準偏差 

PE PP PS その他 合計 (mm) 

多摩川 273 108 150 40 571 1.8±1.6 

東扇島 875 537 784 306 2,502 2.7±2.2 
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MPの個数密度は、東扇島の 2502個/m2に対して、多

摩川が 571個/m2であり、多摩川よりも東扇島の方が

4.4倍高かった。また、採取された MPの平均長軸長さ

に関しても１mm程度、東扇島の方が長かった。本市と

同様に神奈川県の調査手法を参考に実施された、横浜

市の平成 29年４～６月の調査 5）によると、河口干潟

である、鶴見川河口の干潟で 163個/m2、人工海浜であ

る海の公園で 244個/m2と、人工海浜の方が多くなって

はいるが本市のような大きな差は認められなかった。

しかし一方で、海の公園人工海浜の南に数キロメート

ルに位置する野島公園（海岸）では 6250個/m2と非常

に多くなっていることから、河口や海浜という種別で

はなく、採取地点の状況によってそれぞれ漂着状況が

異なると考えられた。 

それぞれの地点の長軸長さ別 MP個数密度を表２及

び図 10、図 11に示す。また図 12、図 13にはそれぞれ

の割合を示した。 
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図 10 多摩川 長軸長さ別 MP個数密度 
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図 11 東扇島 長軸長さ別 MP個数密度 
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図 12 多摩川 長軸長さ別 MP個数割合（長さ分類の

単位は mm） 
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図 13 東扇島 長軸長さ別 MP個数割合（長さ分類の

単位は mm） 

 

材質を分けずに、漂着 MPの総個数でみると、何れの

地点も１～２mmの長軸長さのものが最も多く、次に１

mm未満のものが多かった。 

 東扇島が４mm未満までそれぞれ 20%前後とほぼ一定

の個数割合を示しているのに対し、多摩川は２mm未満

が占める割合が 67.6%と半分以上を占めている。（図

12・図 13）
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表２ 地点別 長軸長さ別 MP個数密度（個/m2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また採取された MP の材質は何れの地点においても

個数が多い順に「PE＞PS＞PP＞その他」であることが

確認できる。 

更に長軸長さに注目すると、PEは２地点で長軸長さ

別の割合に差がみられた。 

 図 14・図 15に PEのみを抜き出した、長軸長さ別 PE

個数密度を示す。 
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図 14 多摩川 長軸長さ別 PE個数密度 

0

50

100

150

200

250

＜１ １～２ ２～３ ３～４ ４～５ ５≦

個
/m

2

mm
 

図 15 東扇島 長軸長さ別 PE個数密度 

 

PEに関しては、東扇島は３～４mmが最も多く、それ

以上の長さのものも多くみられた一方で、多摩川は１

mm未満のものが最も多く１～２mmが次に多いというよ

うに、小さなものが多かった。 

 

 

 

33..22  組組成成  

 内訳の詳細を確認するため、形状ごとの材質の組成

の割合を図16及び図17に示した。 

形状はペレット、球状、破片、繊維の４種に分類した

が、明らかに人工芝由来とわかる破片の数量は別に計

測も併せて行った。人工芝に関しては図18及び図19に

記載した。          
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図16 多摩川 形状別材質構成 
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図 17 東扇島 形状別材質構成 

 

  
多摩川 東扇島 

PE PP PS その他 計 PE PP PS その他 計 

＜1 97 38 31 9 175 94 94 200 131 519 

1～2 88 38 66 19 211 147 131 278 100 656 

2～3 47 13 31 9 100 163 103 175 31 472 

3～4 19 13 19 3 54 234 84 78 19 415 

4～5 6 6 0 0 12 106 72 22 19 219 

5≦ 16 0 3 0 19 131 53 31 6 221 

計 273 108 150 40 571 875 537 784 306 2502 
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3～4 19 13 19 3 54 234 84 78 19 415 
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 東扇島の MPにおいて３～４mmの PEが多い理由とし

て考えられるのは、多摩川の PEがほぼ破片の形状で見

つかったものであるのに対して、東扇島の MPにはペレ

ットが多く含まれており、その大きさが２～６mm程度

の比較的大きいものが多かったことから由来するもの

と考えられる。 

樹脂製品原料であるペレットは、その起源がプラス

チック製造に係る事業所及びこれら事業所への輸送過

程等で環境中に漏出したものであることが知られてい

る。東扇島は市内臨海部の工場地帯の中に存在し、近

隣に発生源となる可能性がある事業所も複数ある。 

図 16及び図 17においては、明らかに一次プラスチ

ックであるペレットと球状のプラスチック以外は二次

プラスチックとし、これらは破片として合算している。 

ここでは一次プラスチックとはプラスチック製品を製

造するための原材料を示し、何らかのプラスチック製

品が外的要因で劣化することで発生したと思われるも

のを二次プラスチックとする。 

球状の MPは「その他」が多かったが、「その他」の

構成は EVA（Ethylene-Vinyl Acetate copolymer）、

PMMA（Poly Methyl Methacrylate）が目立ち、「その

他」に分類された中で球状のものはほぼ全てが PMMA

であった。 

PMMA組成の球状の物質は、採取されたほぼすべてが

同様に透明の球体でありサイズは１mm 程度であった。

東扇島では採取されたが、多摩川では殆ど採取されな

かった。PMMA製の球状の物質は、いずれも１mm大の透

明であり、球体同士がくっついているものもあった。

図 22の通り、表面に凹凸が殆ど見られない、きれいな

球体であった。 

PMMAはガラスより光線透過率が良く、透明性にすぐ

れており、硬度が高く、表面光沢があり、耐候性が良

く、成形性も良好など使用しやすいという性質がある。

そのため用途として照明、光学、自動車、電気、日用

品、医学、建材など幅広く使用されている。 

今回見つかった１mm 大の球体の具体的な発生源は

不明だが、多摩川では殆ど見られなかったこと及び、

横浜市野島海岸での調査においても、同様の PMMA球が

見つかっている 5）ことからも、海沿いに存在する工業

地帯に発生源があり、ペレット同様、製造に係る事業

所及びこれら事業所への輸送過程等で環境中に漏出し

た可能性が考えられる。 

 東扇島と多摩川では、MP個数密度も大きく異なった

が、一次プラスチックと推定される MPの比率も異なり、

東扇島ではペレットや球状のものの割合で併せて３割

程度を占めていたが、多摩川ではそのようなものは少

なく、ほぼ破片のみ（94%）で占められていた。 

 多摩川の PEに関しては破片が多く、形状は一定では

なかった。多摩川はその６割以上が下水処理場からの

放流水で占められているといわれているため、下水処

理場からの放流水の中の MP調査結果を確認し、参考に

した上で再度考察する必要があると思われる。 

採取された MPの代表例を図 21～図 25に示す。 

PE の破片の中には緑の人工芝の破片と思われるもの

も多く含まれていた（図 25）。 

 

図 18 多摩川 人工芝の割合 

 

図 19 東扇島 人工芝の割合 

図 18、図 19にそれぞれの箇所の人工芝の割合を示

した。東扇島に対し、多摩川での人工芝の割合は高く、

全体の２割弱となっていた。 

人工芝の組成は PEが最も多く見られた。両地点あわ

せた人工芝の材質の組成割合を図 20に示す。 

PE
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PP
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図 20 人工芝の材質組成割合 
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人工芝の 80%以上は PEであった。残りの２割弱は PP

であった。 

PPは PEに比べて紫外線の影響を受けやすく、耐候

性に劣るため、屋外で使用する人工芝には一般的に PE

が使われていることが多いと想定される。 

しかしながら、PPは昔から人工芝に利用され、一般

的にイニシヤルコストも低いことから屋内施設では多

数利用されている。 

どちらも市販品として流通しており、屋外利用が多

く想定される PEが PPよりも、多数採取されたことも

矛盾しない。 

人工芝は破片の中の一種としてまとめているが、色

や形状から人工芝を判別することが容易であるため、

このように表すことができた。その一方で、その他の

破片に関しては本来の製品などの分類は難しい。 

また、本方法では両地点とも、繊維はほとんど採取

できなかった。多摩川には下水道からの処理水が多く

流れ込んでいることを考えると、衣類などから無数に

排出される繊維状のプラスチックが、水中に存在して

いることが想定できたが、衣類に使用される化学繊維

は概ね比重が 1.0以上 6)であり、それが打ち上げられ

漂着し、採取できるまでには、今回の調査では至らな

かったものと考えられる。 

図 24の PS球も多く見つかった。PS球に関しては神

奈川県の調査報告 4)でも取り上げられており、発泡ポ

リスチレン製品製造用の予備発泡ビーズの可能性が考

えられるとされている。また、昨今広く流通している

家庭用のビーズクッション等の充填材にも PS由来の

ビーズが多く使用されており、それらの廃棄時の漏出、

もしくはペレットなど同様、製造に係る事業所及びこ

れら事業所への輸送過程等で環境中に漏出した可能性

も考えられる。 

 

図 21 ペレット 

 

 

図 22 PMMA球 

 

図 23 人工芝 

 

図 24 PS球 

 

図 25 PSフォーム 

 

本調査では、水を利用した比重分離を行ったため、

比重が 1.0を超えるものは概ね沈降し、砂と混ざるた

め採取できなかった。そのため、実際に採取されるも

のとしてPPやPEが中心となることは想像に難くない。 

PSは比重だけで考えると沈降する材質ではあるが、

採取されるものは概ね発泡しているものであり、浮遊

している PS製のフォーム状の MP（図 25）も多数採取

できた。 

透明な PMMA球も一般的な比重から考えると、沈降す

るはずだが、採取された１mm程度の透明球は、中が空

洞であり、そのため浮遊し採取されたものと思われる。 

多摩川では、マクロの廃棄物の堆積が目に付くこと

も多く、中にはペットボトルの廃棄物も多数放置され

ている。一般的なペットボトルはキャップの部分は PP、

ボトル本体は PET（Polyethylene terephthalate）、

ラベルは PSであり、キャップやラベル部分は水に対し

て浮くが、本体は破壊された破片になれば沈む。その

ため、仮にペットボトルが崩壊されて破片化し、MPと

なっていたとしても水分離では採取できない。 

一方でペットボトル本体が破砕された状態で、もし

くは割れている状態で放置されているものは、採取地

点では殆ど確認できなかった。ペットボトルはその使

用目的でもあるように、軽くて割れず破壊されにくい、

もしくは細かく分解されにくいものであると考えられ、

それが本手法において採取されない理由の一つとも考

えられる。 

また、昨今多く流通している 500mLペットボトルが

国内で大規模に普及したのは、全国清涼飲料工業会が

実施していた、小型ペットボトル使用自主規制が解禁

された 1996年以降のこと 7）8）であり、まだ二十数年し
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ため、仮にペットボトルが崩壊されて破片化し、MPと

なっていたとしても水分離では採取できない。 

一方でペットボトル本体が破砕された状態で、もし

くは割れている状態で放置されているものは、採取地

点では殆ど確認できなかった。ペットボトルはその使

用目的でもあるように、軽くて割れず破壊されにくい、

もしくは細かく分解されにくいものであると考えられ、

それが本手法において採取されない理由の一つとも考

えられる。 

また、昨今多く流通している 500mLペットボトルが

国内で大規模に普及したのは、全国清涼飲料工業会が

実施していた、小型ペットボトル使用自主規制が解禁

された 1996年以降のこと 7）8）であり、まだ二十数年し
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ままととめめ  

(1)MPの個数密度は、東扇島の 2502個/m2に対して、

多摩川が 571個/m2であり、多摩川よりも東扇島の方が

4.4倍高かった。 

(2)MPの平均長軸長さは、東扇島が 2.7mm、多摩川が

1.8mmであり、約１mm東扇島の方が長かった。 

(3)長軸長さ別割合に関しては、東扇島は４mm未満ま

で、ほぼ一定の個数割合を示しているのに対し、多摩

川は２mm未満までのもので半分以上を占められてい

た。 

(4)材質の組成の内訳は、何れの地点においても PEが

最も多く、続いて PS、PP、その他の順であった。 

(5)長軸長さ別 PE個数密度は、東扇島人工海浜では３

～４mmが多く、多摩川河口干潟は２mm未満の小さいも

のが多かった。東扇島に長軸長さの長い PEが多いのは、

２～６mm程度のペレットが多く含まれていることに

由来すると考えられた。 

(6)球状の MPは PE、PP、PSいずれにも当てはまらない

「その他」が多かったが、「その他」の内訳としては

EVA、PMMAが目立ち、更に球状のものはほぼ全てが PMMA

であった。また PMMA球は東扇島にて多く採取され、多

摩川では殆ど採取されなかった。 

(7)一次プラスチックと推定される MPの比率は、東扇

島では 30％程度を占めていたが、多摩川はほぼ破片で

あり殆どすべてが二次プラスチックであった。 

(8)破片の中には人工芝由来のものも多く見つかった。

東扇島で採取された MPの全体の６％が人工芝由来で

あったことに対し、多摩川は非常に高く全体の２割弱

となっていた。人工芝由来と思われる MPの材質の組成

は 80％以上が PEであり、残りの２割弱は PPであった。 

(9)多摩川に下水道からの処理水が多く流れ込んでい

ることを考えると、衣類などから無数に排出される繊

維状のプラスチックが、水中に多数存在していること

が想定できたが、本方法では両地点ともにおいて採取

できるまでには至らなかった。 

(10)多摩川、東扇島両地点にて見つかった PS球に関し

ては、発泡ポリスチレン製品製造用の予備発泡ビーズ、

もしくは家庭用のビーズクッション等の充填材などで

ある可能性が考えられ、それらの廃棄時の漏出や、製

造に係る事業所及びこれら事業所への輸送過程等で環

境中に漏出した可能性が考えられた。 

 

  

  

  

  

謝謝辞辞  

今回の調査を実施するにあたり必要不可欠な、FT-IR

（フーリエ変換赤外分光光度計）を川崎市健康福祉局

健康安全研究所及び公益財団法人東京都環境公社東京

都環境科学研究所より借用しました。 

また、沿岸での分布量調査を行うにあたり、神奈川

県環境科学センター及び横浜市環境科学研究所に調査

方法等をご教授いただきました。 

この場を借りてご協力いただいた皆様のご厚情に深

謝申し上げます。 
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